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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
生
命
保
険
の
予
定
利
率
の
破
綻
前
引
き
下
げ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

が
い

最
近
に
お
け
る
保
険
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
保
険
業
の
継
続
が
困
難
と
な
る
蓋
然
性

の
あ
る
保
険
会
社
に
つ
い
て
、
保
険
契
約
者
等
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
契
約
条
件
の
変
更
を
可
能
と
す
る
手
続
等
の
整
備
を

内
容
と
す
る
保
険
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
改
正
案
」
と
い
う
。
）
を
五
月
二
十
三
日
に
閣
議
決
定
し
、

国
会
に
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

契
約
条
件
の
変
更
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
保
険
金
、
返
戻
金
そ
の
他
の
給
付
金
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
予
定
利
率
に
つ
い

て
は
、
改
正
案
で
は
、
保
険
契
約
者
等
の
保
護
の
見
地
か
ら
保
険
会
社
の
資
産
の
運
用
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
引

下
げ
の
下
限
と
な
る
率
を
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
政
令
の
内
容
に
つ
い
て
確
定
的
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
平
成
十
三
年
度
に
お
け
る
生
命
保
険
会
社
の
平
均
運
用
利
回
り
そ
の
他
の
事
情
を
勘

案
す
れ
ば
、
当
該
率
と
し
て
は
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
一
つ
の
適
当
な
水
準
と
考
え
ら
れ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

一



「
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
お
け
る
更
生
手
続
に
比
べ
、
改
正
案
に
お
い
て
可
能
と
な
る

契
約
条
件
の
変
更
の
手
続
（
以
下
「
契
約
条
件
変
更
手
続
」
と
い
う
。
）
は
、
早
期
に
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
、
保

険
契
約
者
等
の
保
護
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
更
生
手
続
と
は
異
な
り
、
契
約
条
件
変
更
手
続
に
お
い
て
は
、

責
任
準
備
金
の
削
減
を
行
え
な
い
こ
と
、予
定
利
率
の
下
限
が
あ
る
こ
と
と
い
っ
た
契
約
条
件
の
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
試
算
は
、
予
定
利
率
、
責
任
準
備
金
等
に
つ
い
て
一
定
の
前
提
を
置
い
て
、
二
つ
の
ケ
ー
ス
に
つ
き
機
械
的
に

行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
両
者
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

契
約
条
件
変
更
手
続
は
、
保
険
契
約
者
等
の
保
護
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
保
険
契
約
者
の
利

益
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

終
身
保
険
の
予
定
利
率
別
契
約
者
数
は
、複
数
件
の
保
険
契
約
に
加
入
し
て
い
る
保
険
契
約
者
が
存
在
す
る
こ
と
も
あ
り
、

把
握
が
困
難
で
あ
る
が
、
契
約
件
数
に
つ
い
て
は
、
全
社
合
計
で
終
身
保
険
一
千
百
十
四
万
八
千
件
の
う
ち
、
予
定
利
率
三

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
契
約
が
大
宗
を
占
め
る
平
成
七
年
度
以
前
の
件
数
が
五
百
二
十
九
万
二
千
件
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の

二



契
約
が
大
宗
を
占
め
る
平
成
八
年
度
以
降
の
件
数
が
五
百
八
十
五
万
六
千
件
と
な
っ
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

終
身
保
険
の
予
定
利
率
別
契
約
高
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
予
定
利
率
別
契
約
高
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
全
社
合
計
で
終

身
保
険
八
十
五
兆
一
千
十
億
円
の
う
ち
、
予
定
利
率
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
契
約
が
大
宗
を
占
め
る
平
成
七
年
度
以
前
の
契

約
に
係
る
金
額
が
五
十
二
兆
一
千
百
六
十
億
円
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
の
契
約
が
大
宗
を
占
め
る
平
成
八
年
度
以
降
の
契
約

に
係
る
金
額
が
三
十
二
兆
九
千
八
百
五
十
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

生
命
保
険
会
社
各
社
は
、
多
種
多
様
な
保
険
契
約
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
保
険
金
の
減
少
額
の
総
額
を
予
想
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
一
及
び
十
四
に
つ
い
て

契
約
条
件
変
更
手
続
を
行
う
場
合
の
情
報
開
示
に
関
し
て
は
、
改
正
案
で
は
、
保
険
契
約
者
に
対
す
る
通
知
等
に
お
い
て
、

契
約
条
件
の
変
更
が
や
む
を
得
な
い
理
由
を
示
す
書
類
、
契
約
条
件
の
変
更
後
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
の
予
測
を
示
す
書

類
等
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
保
険
会
社
に
お
い
て
保
険
契
約
者
の
理
解
を
得
る
た
め
に
必
要
な
情
報

三



開
示
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
基
金
や
劣
後
債
務
の
取
扱
い
、
経
営
責
任
に
つ
い
て
は
、
契
約
条
件
変
更
手
続
に
お
い
て
、
保
険
会
社
・
保
険
契

約
者
の
間
の
手
続
の
中
で
適
切
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
改
正
案
で
は
、
保
険
契
約
者
に
対
す
る
通

知
等
に
お
い
て
、
基
金
等
の
債
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
を
示
す
書
類
、
経
営
責
任
に
関
す
る
事
項
を
示
す
書
類
の
添
付

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

十
二
に
つ
い
て

契
約
条
件
変
更
手
続
は
、
個
々
の
保
険
会
社
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
業
務
又
は
財
産
の
状
況
に
照
ら
し

て
そ
の
保
険
業
の
継
続
が
困
難
と
な
る
蓋
然
性
が
あ
り
、
保
険
契
約
者
等
の
保
護
の
た
め
契
約
条
件
の
変
更
が
や
む
を
得
な

い
理
由
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
個
々
の
保
険
会
社
ご
と
に
判
断
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

十
三
に
つ
い
て

保
険
会
社
の
経
営
の
健
全
性
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
保
険
会
社
が
経
営
努
力
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
必
要
が
あ
れ
ば
、
監
督
当
局
が
経
営
改
善
努
力
を
促
す
こ
と
が
基
本
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
契
約
条
件
の
変
更

を
行
わ
な
け
れ
ば
将
来
に
お
い
て
保
険
業
の
継
続
が
困
難
と
な
る
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
に
、
保
険
会
社
が
契
約
条
件
変
更
手

四



続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五


